
6
広報 

7 2012.5.1発行
広報 

市政ひろば

市
長

　

中

田

勝

久

副
市
長

　

川

野

四

朗

教
育
長

　

岡

田

昌

史

議
会
事
務
局

局
長　

高

川

欣

士

【
議
会
事
務
局
】

課
長　

垣　

光
弘

職
員　

船
本
有
美
、

川
添
卓
也
、
前
田
浩
子

市
長
公
室

室
長　

土
井
本  

環

次
長
（
総
合
政
策
推
進

担
当
兼
新
庁
舎
建
設
推

進
事
務
局
長
）

　
　
　

橋

本

浩

嗣

【
市
長
公
室
】

課
長　

喜
田
憲
和

職
員　

木
田
博
仁
、

佐
藤
佳
史
、
山
家
光
泰

栄
井
賢
次
、
秦　

伸
行

原
口　

涼
、
山
本
真
美

松
本
潤
子
、
山
口
明
宏

総
務
部

部
長
（
兼
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
書
記
長
）

　
　
　

入　

谷　

修　

司

【
総
務
課
】

課
長　

佃　

信
夫

職
員　

加
野
泰
生
、

井
上
拓
也
、
榎
本　

新

谷
口
直
美
、
前
田
さ
ゆ
り

前
川
倫
章
、
原
田
恭
宏

露
本
和
也
、
河
野
沙
織

宮
本　

唯

【
防
災
課
】

課
長　

藤
本
和
宏

職
員　

以
頭
和
之
、

浅
井
優
子
、
高
田
智
之

川
添
雅
弘
、
阿
在
祐
輔

【
情
報
課
】

課
長　

富
永
文
博

職
員　

栗
林
宏
明
、

古
川
浩
司
、
奥
田
泰
大

赤
井
達
弘
、
山
野
絵
美

坂
口
宏
樹
、
前
野
洋
司

藤
田
隆
翁
、
榎
本
全
克

中
野
尚
美
、
辻
西　

敦

増
田
賢
司
、
林　
　

誠

土
居
祐
介
、
中
川
達
也

選
挙
管
理
委
員
会

【
事
務
局
】

書
記
長　
（
入
谷
総
務

部
長
兼
務
）

書
記　
（
前
川
総
務
課

主
査
・
露
本
総
務
課
主

査
兼
務
）

【
緑
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
】

所
長
（
兼
地
域
防
災
・

振
興
担
当
課
長
兼
倭
文

支
所
長
）  

片
山
雅
弘

職
員　

前
川
恵
理
、

川
上
佐
永
子
、
井
上
美
奈
子

沼
田
晋
吾
、
千
川
佳
奈

井
筒
あ
ゆ
み
、
大
西
重
三
子

健
康
福
祉
部

部
長　

藤　

本　

政　

春

【
福
祉
課
】

課
長　

鍵
山
淳
子

職
員　

児
玉
裕
仁
、

澤
田
浩
明
、
中
村
尚
之

吉
原
千
佳
、
河
井
美
和

澤
田
晋
吾
、
高
野
晴
充

西
川
純
歩
、
瓶
井
彰
人

古
川
実
香
、
濵
口
知
明

細
川
隆
弘
、
伊
吹
美
喜
子

【
長
寿
福
祉
課
】

課
長　

大
谷
武
司

職
員　

静
永
峯
雄
、

橋
本
里
美
、
森
山
雅
生

芝
美
智
世
、
野
田
憲
範

田
坂
千
佐
美
、
石
田
緩
子

豊
田
章
裕
、
藤
江
朋
代

居
内
昭
人
、
水
田
智
子

楠
原
靖
人
、
原
口
友
理
子

【
保
険
課
】

課
長　

川
本
眞
須
美

職
員　

岡
本
良
次
、

板
野
あ
ゆ
美
、
土
居
真
夕

真
野
匡
史
、
森
花
愛
子

前
川
恭
範
、
河
尻
春
奈

【
健
康
課
】

課
長　

小
西
正
文

職
員　

垣
貴
美
子
、

島　
　

誠
、
永
田
加
織

西
谷
由
佳
、
荒
木
柳
子

譽
田
志
緒
理
、
内
原
孝
美

小
林
有
美
、
真
野
多
江

安
部
こ
ず
恵
、
神
代
友
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平
成
25
年
５
月
１
日
現
在
に
お
け
る

今月の納税

　固定資産税･･･・・・・・・・・・【１期】

軽自動車税･･･・・・・・・・・・【全期】

納期限　５月31日(金)　
 　《納期内に忘れず納付しましょう》

問税務課☎43-5022、収税課☎43-5034

　４月１３日に発生した地震により自らの所有する住宅または　家財
の価格の１０分の３以上が損害を受けた場合、市民税及び国民健康
保険税を一定の割合で減免を受けることができます。　　
　固定資産税についても被害の程度が一定基準を超えるときは、減
免を受けることができる場合があります（一部損壊は対象外です）。
　また平成２６年２月の確定申告において所得税および市県民税に
おいて災害によって受けた住宅や家財等の損害や原状回復のため
にかかった費用を、雑損控除として所得から差し引くことができます。
　

手続きに必要なもの
　①罹災証明書
　②住宅や家財等の取得価格がわかる書類又は修繕等にかか　
　　った費用の領収書（固定資産税の減免は不要）
　※罹災証明書については、市役所各総合窓口センターにて発　
　　行手続きを行ってください。（被災した部分がわかる写真を添付）

災害により被害を受けられた人へ

◆口座振替を利用する人は、預金残高の確認を
お願いします

◆市税の納付には、納め忘れがなく便利な口座
振替をご利用ください

◆納付書については、1期送付時に２期以降の納
期分をまとめてお送りしています。（紛失した人
は再交付しますので、市役所税務課、収税課または
最寄りの総合窓口センターへお申し出ください）

吉
備
国
際
大
学
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式

　

吉
備
国
際
大
学
高
梁
キ
ャ
ン
パ
ス

で
4
月
4
日
、
新
入
生
と
そ
の
家
族
、

大
学
教
職
員
や
高
梁
市
、
南
あ
わ
じ

市
関
係
者
な
ど
約
１
７
０
０
人
が
出

席
し
、
吉
備
国
際
大
学
・
吉
備
国
際

大
学
短
期
大
学
部
・
順
正
高
等
看
護

福
祉
専
門
学
校
の
3
校
合
同
に
よ
る

平
成
２5
年
度
入
学
宣
誓
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
地
域
創
成
農
学
部
の
新
入

生
5６
名
も
南
あ
わ
じ
志
知
キ
ャ
ン
パ

ス
か
ら
バ
ス
で
移
動
し
、
式
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
入
学
宣
誓
式
に
先
立
ち
、

順
正
学
園
加
計
美
也
子
理
事
長
が
地

域
創
成
農
学
部
の
開
設
を
宣
言
。
式

で
は
、
吉
備
国
際
大
学
・
吉
備
国
際

大
学
短
期
大
学
部
松
本
皓
学
長
と
順

正
高
等
看
護
福
祉
専
門
学
校
津
尾
佳

典
校
長
に
よ
っ
て
、
新
入
生
７
３
０
人

の
入
学
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

　

加
計
理
事
長
は
、「
地
域
創
成
農

学
部
に
入
学
さ
れ
る
人
た
ち
は
、
日

本
の
農
業
を
リ
ー
ド
し
て
ゆ
く
人

材
に
な
る
べ
く
努
力
を
怠
ら
な
い
で
、

立
派
な
学
部
に
そ
だ
て
あ
げ
て
い
た

だ
く
よ
う
切
に
お
願
い
し
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
松
本
学
長
は
「
本

日
は
一
人
で
歩
く
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な

い
ひ
な
鳥
の
新
入
生
が
、
四
年
間
の

学
習
の
後
、
卒
業
時
に
は
親
鳥
と
な
っ

て
立
派
に
実
社
会
に
向
け
て
自
ら
の

翼
で
飛
び
立
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

同
学
部
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
眞
山
滋
志
学
部
長
よ
り
「
わ
が

国
有
数
の
農
業
生
産
地
南
あ
わ
じ
に

開
学
さ
れ
た
地
域
創
成
農
学
部
が
い

よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
自
然

美
に
包
ま
れ
歴
史
分
化
の
漂
う
淡
路

島
を
丸
ご
と
キ
ャ
ン
パ
ス
に
し
て
、
自

ら
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
大
い
に
学
修
し

豊
か
な
人
間
性
と
実
力
を
育
み
、
明

日
の
地
域
社
会
の
発
展
を
担
う
リ
ー

ダ
ー
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
」
と
保

護
者
や
新
入
生
に
向
け
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
、
同
学
部
の
新
入
生
お

よ
び
教
員
は
、
吉
備
国
際
大
学
2
号

館
屋
上
ス
カ
イ
テ
ラ
ス
で
記
念
撮
影

の
後
、
南
あ
わ
じ
へ
の
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。

松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078
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検 索

～　夢を創るお手伝い　～

▲入学宣誓式に参加する新入生たち


